
【様式２】 

   

   

   

②食育月間以外の月の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

宮城県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

主催：宮城学院女子大学・塩竈市産業環境部水産振興課・気仙沼市産業部水産課 

共催：塩竈市水産振興協会・気仙沼市魚食健康都市推進協議会 

取 組 の 名 称 おいしく“変身”カツオクッキング in気仙沼市魚市場 

実 施 時 期 令和元年８月 20日（火） 

取 組 内 容 ○気仙沼市の小学校に通う児童 12名、塩竈市の小学校に通う児童９名が参加し、

気仙沼市魚市場において、カツオに関する学習や水揚げを見学した後、クッキ

ングスタジオにてカツオを食材とした調理実習を実施しました。 

○若年層を中心に魚離れが進むなか、気仙沼市の基幹産業である水産業を学び、

地元に生産・加工される魚に触れる機会を創出し、魚食普及を図りました。 

 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

宮城県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

名取市 

取 組 の 名 称 令和元年度名取市食育研修会 

実 施 時 期 令和元年８月２８日（水） 

取 組 内 容 【目 的】 

 平成 28 年度国民健康・栄養調査で塩分摂取量は宮城県が男性ワースト 1 位、

女性ワースト 9位であり、名取市も全国平均からみれば食塩摂取量が多い都市で

あると考えられ、平成 29年度名取市国保特定健診では血圧 140以上又は 90以上

(Ⅰ度高血圧以上)が 1,079 人(22.2%)と約 4.5人に 1人が高血圧でした。 

市民一人ひとりが減塩について正しい知識を得て、脳・心臓・腎臓の血管が守

ることができるよう、「元気なとり」減塩プロジェクトとして開催しました。 

【対象者】 名取市民 

【人 数】 ２８０人 

【内 容】 

講演会は、テーマを「おいしく減塩！～減塩食品を賢く選び、使ってみよう～」 

とし、講師に日本高血圧学会減塩委員会オブザーバー野村善博氏をお呼びし、宮

城県は食塩摂取量が全国より多いこと、そのため、高血圧の予防に野菜を摂取し

つつ減塩が必要になること、健康なまちを作るためには行政だけでなくまちぐる

みの取組みが必要など、減塩を行うことの必要性について講演いただきました。 

また、JSH減塩食品リストに掲載されている減塩食品の展示や、それを使用し

た試食も実施。名取市特産のたけのこやせりなどと組み合わせて、参加者に体験

いただきました。 

そのほかにも参加者の血圧測定を実施し、名取市の健康課題、高血圧を原因と

した重症化について等ポスターの掲示も併せて行い、健康増進の啓発を行いまし

た。 

 

 



【様式２】 

②食育月間以外の月の取組 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

宮城県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

宮城県北部保健福祉事務所 

取 組 の 名 称 食ってステキ☆食育講座の実施 

実 施 時 期 令和元年１０月１１日 

取 組 内 容 【目的】 
 宮城県では，子どもや若い世代を中心とした食育に重点的に取り組むこととして

います。そこで，北部保健福祉事務所では，健康づくりの土台となる時期である高校

生を対象に，高校生が望ましい食生活について考え実践につなげること，学びを他者

に伝えることを通して深めることをねらいとしました。 
 
【対象及び内容】 
宮城県小牛田農林高等学校（農業技術科農業科学コース １年生２９名） 
講師：みやぎシニア食育コーディネーター 佐藤 千惠子氏，一條 忠子氏 
・講話「野菜摂取量を増やそう～今日からはじめるベジプラス～」 

 ・体験「手ばかりで野菜の量を知ろう」 
・制作「伝えよう！ベジプラスメッセージ」 

⇒「野菜摂取」をテーマに，講話や野菜の手ばかり体験を通して，１日あたりの目標

摂取量や１食あたりの目安量，野菜摂取の重要性や選び方のポイントについて学

んでもらいました。講座の後半では，講話や体験で学んだことを身近な人へ伝える

「ベジプラスメッセージカード」を制作してもらいました。高校生は，学びを簡潔

にまとめつつ，各自工夫したカードを制作していました。 
 
【メッセージカードを活用した地域への普及啓発】 
・生徒が制作した「ベジプラスメッセージカード」をさらに地域にも発信するべく，

メッセージカードをシールに加工し，同校の文化祭で行われた野菜販売（販売され

た野菜は生徒が栽培したもの）のパッケージに貼ることで，販売を通じた普及啓発

を行いました。メッセージシールは，延べ 540 名の方々に普及することができま

した。 

 


